
は
じ
め
に

　

甲
骨
文
と
は
、
周
知
の
よ
う
に
亀
甲
や
牛
骨
を
用
い
た
占
い
、
す
な
わ
ち
甲
骨
占

卜
の
内
容
で
あ
る
。
甲
骨
占
卜
は
、
甲
骨
に
熱
を
加
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
ひ

び
割
れ
の
形
に
よ
っ
て
、
狩
猟
や
祭
祀
の
可
否
、
あ
る
い
は
降
雨
・
災
害
・
収
穫
の

有
無
な
ど
、
多
様
な
事
柄
に
つ
い
て
将
来
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
甲
骨
占
卜
に
関
し
て
の
論
述
で
あ
る
が
、
ひ
と
つ
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
き

た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
占
い
は
科
学
的
根
拠
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
し
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
将
来
の
判
断
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
占
い
で
は
な
く

予
測
あ
る
い
は
予
報
と
呼
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
科
学
的
根
拠
が
な
く
と
も
「
当
た
る
占
い
」
が
あ
る
。
卑
近
な
例
で

あ
る
が
、
朝
の
テ
レ
ビ
の
占
い
で
「
今
日
は
無
駄
遣
い
に
注
意
」
と
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
日
に
無
駄
遣
い
を
し
た
ら
「
占
い
が
当
た
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
無
駄

遣
い
を
し
な
か
っ
た
ら
「
占
い
が
あ
っ
た
の
で
無
駄
遣
い
せ
ず
に
済
ん
だ
」
と
い
う

解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
も
の
は
、
占
い
と
い
う
よ
り
は
、
一
種
の
訓
示
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

甲
骨
占
卜
の
内
容
は
、そ
う
し
た
訓
示
的
な
も
の
で
は
な
く
、「
雨
が
降
る
か
」「
次

旬
に
災
い
が
な
い
か
」
と
い
っ
た
、
当
た
り
か
は
ず
れ
か
が
明
確
に
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
も
、
甲
骨
の
ひ
び
割
れ
と
い
う
単
純
な
も
の
か
ら
多
様
な
内
容
を
占
う

の
で
あ
る
か
ら
、
科
学
的
根
拠
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
甲
骨
文
中
の
占
い
の
吉
凶
判
断
の
部
分
（
繇
辞
）
で
は
、
狩
猟
や
祭

祀
な
ど
、
人
間
が
能
動
的
に
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
「
吉
」
や
「
大
吉
」
が
多
く
、

否
定
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
占
い
の
正
否
を
述
べ
た
部
分
（
験
辞
）

で
は
、
降
雨
や
出
産
の
日
付
な
ど
人
為
的
に
決
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ほ

と
ん
ど
が
占
い
が
当
た
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

従
来
は
、こ
の
問
題
に
つ
い
て
占
卜
の
技
術
的
側
面
か
ら
分
析
が
行
わ
れ
て
い
た
。

甲
骨
占
卜
は
龍
山
文
化
期
に
普
及
し
た
が
、
当
時
は
甲
骨
を
加
工
せ
ず
に
占
卜
を

行
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
里
頭
文
化
期
・
二
里
岡
文
化
期
に
甲
骨
を
薄
く
削
っ
た

り
、
背
面
に
鑽
鑿
と
呼
ば
れ
る
窪
み
を
穿
っ
た
り
す
る
加
工
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
甲
骨
文
の
刻
辞
が
行
わ
れ
た
殷
墟
文
化
期
（
殷
代
後
期
）
に
は
、
加
工
が

さ
ら
に
精
密
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
甲
骨
占
卜
に
吉
が
多
い
こ
と
は
、
甲
骨

の
加
工
に
よ
り
ひ
び
割
れ
の
形
状
を
操
作
し
て
い
た
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。

　

甲
骨
占
卜
の
工
程
に
関
し
て
論
じ
た
拙
稿
「
殷
代
甲
骨
占
卜
工
程
の
復
元①

」
で
は
、

実
際
に
牛
の
肩
甲
骨
を
入
手
し
て
占
卜
工
程
を
復
元
し
、
骨
の
厚
み
や
鑽
鑿
の
深
さ

や
形
に
よ
り
、
ひ
び
割
れ
の
形
を
意
図
的
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
証
明
し

た
。

　

具
体
的
に
は
、
骨
は
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
厚
さ
に
す
る
と
、
熱
を
加
え
る
こ

と
に
よ
り
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
や
す
く
な
る
が
、
横
方
向
の
ひ
び
割
れ
に
な
る
確
率

が
高
い
。
そ
こ
で
、
縦
方
向
の
細
長
い
窪
み
（「
鑿
」
と
い
う
）
を
穿
つ
こ
と
に
よ
り
、

縦
画
と
横
画
か
ら
な
る
「
卜
」
字
形
の
ひ
び
割
れ
を
人
為
的
に
形
成
し
て
い
た
の
で
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あ
る
。
つ
ま
り
、
甲
骨
の
加
工
は
、
甲
骨
上
に
出
現
す
る
ひ
び
割
れ
の
形
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
占
卜
を
行
う
も
の
に
都
合
の
よ
い
結
果
が
出
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

甲
骨
占
卜
に
お
い
て
、
占
卜
を
行
う
も
の
の
意
図
に
沿
っ
た
結
果
が
出
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
狩
猟
や
祭
祀
の
可
否
な
ど
、
人
間
が
能
動
的
に
行
う
事
柄

の
場
合
に
は
、
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
が
少
な
い
こ
と
を
説
明
で
き
る
。
つ
ま
り
、

あ
ら
か
じ
め
肯
定
す
る
ひ
び
割
れ
を
発
生
さ
せ
る
よ
う
に
甲
骨
を
加
工
し
て
か
ら
占

卜
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
降
雨
や
出
産
の
日
付
の
よ
う
な
、
人
為
的
に
決
定

で
き
な
い
も
の
に
も
正
解
が
多
い
こ
と
は
説
明
で
き
な
い
。
実
は
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
本
稿
で
述
べ
る
改
竄
や
附
会
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
。
本
稿
は
、
甲
骨
文
の

改
竄
や
附
会
の
例
を
挙
げ
、
さ
ら
に
、
甲
骨
占
卜
の
改
竄
や
附
会
が
担
っ
て
い
た
社

会
的
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一　

改
竄
・
附
会
の
手
法

　

甲
骨
文
は
占
卜
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
た
め
、
文
章
が
定
型
化
し
て
お
り
、
前
辞

（
占
卜
状
況
の
叙
述
）・
命
辞
（
占
卜
の
内
容
）・
繇
辞
（
吉
凶
の
判
断
）・
験
辞
（
占
卜
の

結
果
）・
記
時
（
月
次
や
占
卜
地
）
で
構
成
さ
れ
る②

。
繇
辞
・
験
辞
・
記
時
は
省
略
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
次
は
い
ず
れ
も
省
略
さ
れ
て
い
な
い
例
で
あ
る
。

　
　

 

丁
丑
卜
賓
貞
、
朿
得
。
王
占
曰
、
其
得
惟
庚
、
其
惟
丙
其
歯
。
四
日
庚
辰
、
朿

允
得
。
十
二
月
。

　
　

 （ 

丁
丑
（14

）
卜
し
て
賓
貞と

う
、
朿
は
得
る
か
。
王
占
い
み
て
曰
く
、
其
れ
得
る
は
惟こ

れ
庚
な
ら
ん
、
其
れ
惟
れ
丙
な
れ
ば
其
れ
歯
な
ら
ん
と
。
四
日
庚
辰
（17

）、
朿
は
允ま

こ
と

に
得
た
り
。
十
二
月
）

　
　

 （ 『
甲
骨
文
合
集③
』（
以
下
、
合
集
と
す
る
）
八
八
八
四
、
第
一
期
賓
組
、
巻
末
図
１
）

　
「
丁
丑
卜
賓
貞
」
の
部
分
が
前
辞
で
あ
り
、
丁
丑
の
日
に
賓
（
人
名
）
が
占
卜
儀
式

を
担
当
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。「
朿
得
」
が
命
辞
で
あ
り
、
朿
（
人
名
）
が
何
か

（
狩
猟
の
獲
物
か
戦
争
の
捕
虜
で
あ
ろ
う
）
を
得
る
か
ど
う
か
を
占
っ
て
い
る
。「
王
占

曰
其
得
惟
庚
其
惟
丙
其
歯
」
が
繇
辞
で
あ
り
、
殷
王
が
占
い
、
庚
の
日
で
あ
れ
ば
得

る
こ
と
が
で
き
、
丙
の
日
で
あ
れ
ば
歯
（
占
卜
用
語
。
凶
の
意
か
）
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。「
四
日
庚
辰
朿
允
得
」
が
験
辞
で
あ
り
、
王
の
占
い
通
り
に
、
庚
辰
の
日

に
成
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
甲
骨
文
で
日
数
を
数
え
る
際
に
は
一
般
に

当
日
を
含
む
の
で
、
こ
こ
で
言
う
「
四
日
」
は
、
日
本
語
の
「
四
日
目
」
に
相
当
す

る
。
末
尾
の
「
十
二
月
」
は
月
次
を
記
し
た
記
時
で
あ
る
。

　

こ
の
記
述
の
中
で
、
王
が
庚
の
日
に
得
る
と
占
い
、
実
際
に
庚
の
日
に
得
ら
れ
た

と
い
う
部
分
が
問
題
と
な
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
甲
骨
占
卜
は
ひ
び
割
れ
の
形

か
ら
将
来
を
占
う
も
の
で
あ
り
、
科
学
的
根
拠
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
に
も

関
わ
ら
ず
、「
得
」
の
日
付
を
正
確
に
言
い
当
て
て
い
る
。

　

甲
骨
文
は
、
占
卜
を
行
っ
た
直
後
に
命
辞
や
繇
辞
を
記
し
、
結
果
が
判
明
し
て
か

ら
験
辞
を
記
す
と
い
う
方
法
で
刻
ま
れ
た
の
で
は
な
い
。
巻
末
図
１
の
よ
う
に
、
命

辞
・
繇
辞
・
験
辞
が
一
連
の
文
章
に
な
っ
て
お
り
、
字
体
も
一
貫
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
占
い
の
結
果
が
全
て
判
明
し
て
か
ら
命
辞
・
繇
辞
・
験
辞
を
ま
と
め
て
刻
ん
で

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
結
果
を
知
っ
て
か
ら
命
辞
や
繇
辞
を
書
き
換
え
た
り
（
改
竄
）、
都
合
の

よ
い
よ
う
に
解
釈
し
た
り
（
附
会
）
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
辞
例
で

あ
れ
ば
、
実
際
に
庚
辰
の
日
に
得
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
後
で
、
繇
辞
を
書
き
換

え
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
初
め
は
「
其
惟
丙
其
歯
」
と
丙

の
日
に
得
ら
れ
な
い
こ
と
だ
け
を
占
っ
て
お
け
ば
、一
〇
分
の
九
の
確
率
で
当
た
る
。

そ
の
上
で
、
結
果
を
見
て
さ
ら
に
具
体
的
な
「
其
得
惟
庚
」
を
付
け
加
え
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

本
稿
は
、
こ
の
例
の
よ
う
に
、
改
竄
や
附
会
に
よ
っ
て
、
予
測
が
困
難
な
内
容
を
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あ
た
か
も
甲
骨
占
卜
に
よ
っ
て
正
解
を
言
い
当
て
た
か
の
よ
う
に
装
っ
た
甲
骨
文
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

二　

改
竄

　

甲
骨
文
の
繇
辞
に
は
、
日
付
ま
で
明
示
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
降
雨
・

出
産
・
戦
闘
の
発
生
な
ど
、
予
測
が
困
難
な
も
の
で
あ
り
、
結
果
が
判
明
し
て
か
ら

の
改
竄
と
判
断
で
き
る
。

　

次
の
例
は
出
産
に
関
す
る
占
卜
で
あ
り
、
出
産
の
日
付
と
性
別
を
占
い
に
よ
っ
て

当
て
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
　

辛
未
卜
娃
貞
、
婦

娩
、
嘉
。
王
占
曰
、
其
惟
庚
娩
、
嘉
。
三
月
庚
戌
娩
、
嘉
。

　
　

 （ 

辛
未
（08

）
卜
し
て
娃
貞
う
、
婦

（
人
名
）
娩
す
る
に
、
嘉
な
る
か
。
王
占
い
み

て
曰
く
、
其
れ
惟
れ
庚
に
娩
せ
ば
、
嘉
な
ら
ん
と
。
三
月
庚
戌
（47

）
娩
し
、
嘉
た
り
）

　
　
（ 

合
集
四
五
四
、第
一
期
賓
組
、巻
末
図
２
。「
娩
」
は
出
産
、「
嘉
」
は
男
児
誕
生
の
意
。）

　

こ
の
占
卜
の
繇
辞
で
は
、
辛
未
の
日
に
出
産
の
日
付
を
庚
の
日
、
新
生
児
の
性
別

を
男
児
と
予
測
し
、
験
辞
に
お
い
て
三
十
九
日
後
の
庚
戌
の
日
に
そ
れ
が
的
中
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
ヶ
月
以
上
も
先
の
出
産
日
を
正
確
に
予
測
す

る
こ
と
は
現
代
で
も
困
難
で
あ
り
、
し
か
も
性
別
ま
で
言
い
当
て
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
は
結
果
を
知
っ
て
か
ら
繇
辞
の
内
容
を
書
き
換
え
た
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。

　

次
の
二
片
の
例
も
出
産
を
占
っ
た
も
の
で
あ
り
、
婦
好
（
人
名
）
に
つ
い
て
の
占

卜
で
あ
る
。
第
一
片
で
占
っ
た
出
産
日
（
甲
寅
）
と
性
別
（
女
）
が
、
第
二
片
の
験

辞
に
お
い
て
的
中
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
結
果
が
判
明
し
て
か

ら
繇
辞
を
改
竄
し
た
例
で
あ
る
。

　
　

 

壬
寅
卜
娃
貞
、
婦
□
娩
、
嘉
。
王
占
曰
、
其
惟
□
申
娩
、
吉
、
嘉
。
其
惟
甲
寅

娩
、
不
吉
、
阿
、
惟
女
。

　
　

 （ 

壬
寅
（39

）
卜
し
て
娃
貞
う
、
婦
□
娩
す
る
に
、
嘉
な
る
か
。
王
占
い
み
て
曰
く
、

其
れ
惟
れ
□
申
（
戊
申
（45

）
で
あ
ろ
う
）
に
娩
せ
ば
、
吉
、
嘉
な
ら
ん
。
其
れ
惟

れ
甲
寅
（51

）
に
娩
せ
ば
、
不
吉
、
阿
な
ら
ん
、
惟
れ
女
な
ら
ん
と
）

　
　

 （ 

合
集
一
四
〇
〇
一
、
第
一
期
賓
組
。「
阿
」
は
凶
の
意
。
□
は
甲
骨
片
の
欠
損
に
よ
る

判
読
不
能
の
文
字
。）

　
　

 

甲
申
卜
娃
貞
、
婦
好
娩
、
嘉
。
王
占
曰
、
其
惟
丁
娩
、
嘉
。
其
惟
庚
娩
、
弘
吉
。

三
旬
又
一
日
甲
寅
娩
、
允
不
嘉
、
惟
女
。

　
　

 （ 

甲
申
（21

）
卜
し
て
娃
貞
う
、
婦
好
娩
す
る
に
、
嘉
な
る
か
。
王
占
い
み
て
曰
く
、

其
れ
惟
れ
丁
に
娩
せ
ば
、
嘉
な
ら
ん
。
其
れ
惟
れ
庚
に
娩
せ
ば
、
弘
吉
と
。
三
旬
又

一
日
甲
寅
（51

）
娩
し
、
允
に
嘉
な
ら
ず
、
惟
れ
女
な
り
）

　
　
（
合
集
一
四
〇
〇
二
、
第
一
期
賓
組
）

　

甲
寅
だ
け
で
は
な
く
、
戊
申
・
丁
・
庚
と
い
う
三
種
の
日
付
に
つ
い
て
も
吉
凶
が

占
わ
れ
て
い
る
の
で
、前
掲
の
例
よ
り
は
当
た
る
確
率
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

出
産
の
日
付
を
十
干
の
う
ち
甲
・
丁
・
戊
・
庚
と
い
う
四
日
に
限
定
で
き
て
い
る
こ

と
が
、
そ
も
そ
も
不
自
然
な
の
で
あ
り
、
結
果
を
知
っ
て
か
ら
の
改
竄
で
あ
る
こ
と

は
疑
い
な
い
。

　

次
は
、
天
候
に
つ
い
て
予
測
し
た
例
で
あ
る
。

　
　

戊
子
卜
娃
貞
、
帝
及
四
月
令
雨
。

　
　

貞
、
帝
弗
其
及
今
四
月
令
雨
。

　
　

王
占
曰
、
丁
雨
、
不
惟
辛
。
旬
丁
酉
、
允
雨
。

　
　
（
戊
子
（25

）
卜
し
て
娃
貞
う
、
帝
四
月
に
雨
に
令
す
る
に
及
ぶ
か
。

　
　

   

貞
う
、
帝
其
れ
今
四
月
に
雨
に
令
す
る
に
及
ば
ざ
る
か
。

　
　

    
王
占
い
み
て
曰
く
、
丁
に
雨
ふ
ら
ん
、
惟
れ
辛
に
あ
ら
ざ
ら
ん
と
。
旬
丁
酉
（34

）、

允
に
雨
ふ
れ
り
）

　
　
（ 

合
集
一
四
一
三
八　

第
一
期
賓
組
。
帝
は
神
名
。
旬
は
十
日
目
を
意
味
す
る
）

　

九
日
後
の
天
候
を
予
測
す
る
こ
と
は
、
気
象
衛
星
や
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
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駆
使
す
る
現
代
で
も
困
難
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
片
も
繇
辞
の
改
竄
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

次
も
同
様
に
、
天
候
を
正
確
に
言
い
当
て
た
と
す
る
例
で
あ
る
。

　
　

丁
卯
卜
、
雨
不
至
于
夕
。

　
　

丁
卯
卜
、
雨
其
至
于
夕
。
子
占
曰
、
其
至
、
亡
翌
戊
。
用
。

　
　

己
巳
卜
、
雨
不
延
。

　
　

己
巳
卜
、
雨
其
延
己
。
子
占
曰
、
其
延
、
終
日
。
用
。

　
　

己
巳
卜
在
愛
、
庚
不
雨
。
子
占
曰
、
其
雨
亡
司
。
夕
雨
。
用
。

　
　

己
巳
卜
在
愛
、其
雨
。
子
占
曰
、今
夕
其
雨
、諾
。
己
雨
。
其
翌
日
庚
亡
司
。
用
。

　
　
（
丁
卯
（04

）
卜
す
、
雨
は
夕
に
至
ら
ざ
る
か
。

　
　

    

丁
卯
卜
す
、
雨
は
其
れ
夕
に
至
る
か
。
子
占
い
み
て
曰
く
、
其
れ
至
る
は
、
翌
戊
（
戊

辰
（05

））
に
は
亡な

し
。
用
い
ら
る
。

　
　

   

己
巳
（06

）
卜
す
、
雨
は
延
べ
ざ
る
か
。

　
　

    

己
巳
卜
す
、
雨
は
其
れ
己
に
延
べ
る
か
。
子
占
い
み
て
曰
く
、
其
れ
延
べ
ん
、
終
日

な
ら
ん
。
用
い
ら
る
。

　
　

    

己
巳
卜
し
愛
に
在
り
、
庚
（
庚
午
（07

）
か
）
雨
ふ
ら
ざ
る
か
。
子
占
い
み
て
曰
く
、

其
れ
雨
は
亡
司
な
ら
ん
、
夕
に
雨
ふ
ら
ん
。
用
い
ら
る
。

　
　

    

己
巳
卜
し
愛
に
在
り
、
其
れ
雨
ふ
る
か
。
子
占
い
み
て
曰
く
、
今
夕
其
れ
雨
ふ
ら
ん
、

諾
な
ら
ん
。
己
（
己
巳
か
）
に
雨
ふ
ら
ん
。
其
れ
翌
日
庚
（
庚
午
か
）
は
亡
司
な
ら
ん
。

用
い
ら
る
。）

　
　
（ 『
殷
墟
花
園
荘
東
地
甲
骨④
』（
以
下
、
花
東
と
す
る
）
一
〇
三
。
花
東
甲
骨
は
非
王
卜

辞
の
子
組
に
属
し
、占
卜
者
は
「
子
」。「
用
」
は
繇
辞
の
通
り
に
な
っ
た
こ
と
を
表
す
。

「
延
」
は
延
長
の
意
、
亡
司
は
降
雨
の
状
態
を
示
す
。「
在
愛
」
は
占
卜
地
を
記
す
）

　

い
ず
れ
の
繇
辞
に
も
そ
の
通
り
に
な
っ
た
こ
と
を
表
す
「
用
」
が
附
さ
れ
て
い
る

が
、実
際
に
時
間
帯
ま
で
含
め
て
完
璧
に
降
雨
を
予
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

こ
れ
も
結
果
を
知
っ
た
上
で
繇
辞
を
改
竄
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

次
の
占
卜
で
は
、
来
挨
（
外
敵
の
来
襲
）
の
日
付
を
当
て
て
い
る
。

　
　

 

甲
午
卜
亘
貞
、
翌
乙
未
易
日
。
王
占
曰
、
有
祟
。
丙
其
有
来
挨
。
三
日
丙
申
、

允
有
来
挨
、
自
東
。
姶
告
曰
、

…
…

　
　
（ 

甲
午
（31

）
卜
し
て
亘
貞
う
、
翌
乙
未
（32

）、
易
日
な
る
か
。
王
占
い
み
て
曰
く
、

祟
り
有
ら
ん
。
丙
に
其
れ
来
挨
有
ら
ん
と
。
三
日
丙
申
（33

）、
允
に
来
挨
有
り
、
東

よ
り
す
。
姶
（
人
名
）
告
げ
て
曰
く
、

…
（
以
下
欠
損
）
…
）

　
　
（
合
集
一
〇
七
五
、
第
一
期
賓
組
、
巻
末
図
３
。「
易
日
」
は
曇
天
の
意
）

　

外
敵
の
来
襲
は
予
測
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
も
結
果
が
判
明
し
た
後

の
改
竄
で
あ
る
。
命
辞
が
天
候
（
易
日
）
に
関
し
て
の
記
述
で
あ
る
の
に
対
し
、
繇

辞
が
来
挨
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
も
不
自
然
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
繇
辞
が
後

か
ら
付
加
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る⑤

。

　

次
は
人
物
の
来
訪
に
つ
い
て
の
占
卜
で
あ
る
。

　
　

 

甲
辰
卜
亘
貞
、
今
三
月
、
光
呼
来
。
王
占
曰
、
其
呼
来
、
迄
至
惟
乙
。
旬
又
二

日
乙
卯
、
允
有
来
。
自
光
以
羌
芻
五
十
。

　
　
（ 

甲
辰
（41

）
卜
し
て
亘
貞
う
、
今
三
月
、
光
（
人
名
）
呼
び
て
来
た
る
か
。
王
占
い

み
て
曰
く
、
其
れ
呼
び
て
来
た
ら
ん
、
迄
至
す
る
は
惟
れ
乙
な
ら
ん
と
。
旬
又
二
日

乙
卯
（52

）、
允
に
来
た
る
有
り
。
光
よ
り
羌
の
芻
せ
る
五
十
を
以
て
す
）

　
　
（ 

合
集
九
四
、
第
一
期
賓
組
。
迄
至
は
到
来
の
意
、
羌
は
種
族
名
、
芻
は
捕
獲
の
意
）

　

十
一
日
後
の
来
訪
を
占
卜
に
よ
っ
て
予
言
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
改
竄
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
殷
王
に
従
う
人
物
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
来
訪
の

日
付
を
定
め
て
お
く
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
来
訪
日
の
情
報
を
隠
匿
し
て
占
卜
し
た

可
能
性
も
あ
る
。

　

次
は
「
執
」
の
日
付
を
言
い
当
て
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
験
辞
は
過
去
の
日

付
で
あ
る
。

　
　

癸
巳
卜
賓
貞
、
臣
執
。
王
占
曰
、
吉
。
其
執
惟
乙
丁
。
七
日
丁
亥
、
既
執
。

　
　
（ 

癸
巳
（30

）
卜
し
て
賓
貞
う
、
臣
執と

る
か
。
王
占
い
み
て
曰
く
、
吉
、
其
れ
執
る
は
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惟
れ
乙
・
丁
な
ら
ん
と
。
七
日
丁
亥
（24

）、
既
に
執
れ
り
）

　
　
（
合
集
六
四
三
、
第
一
期
賓
組
。
執
は
捕
獲
の
意
）

　

繇
辞
で
は
「
執
」
は
乙
日
か
丁
日
で
あ
る
と
し
、
実
際
に
占
卜
日
か
ら
数
え
て
七

日
前
に
既
に
「
執
」
し
て
い
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
も
改
竄
で
あ
ろ
う
が
、

何
ら
か
の
方
法
で
「
執
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
隠
し
て
占
卜
し

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

次
は
や
や
特
殊
な
例
で
あ
り
、
命
辞
は
な
い
が
、
験
辞
で
命
辞
の
内
容
が
現
出
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
命
辞
を
改
竄
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

貞
、
自
今
五
日
、
雨
。
五
、
乙
巳
允
雨
。

　
　
（
貞
う
、
今
よ
り
五
日
、
雨
ふ
る
か
。
五
、
乙
巳
允
に
雨
ふ
れ
り
）

　
　
（ 

合
集
一
二
九
六
三
、
第
一
期
賓
組
、
巻
末
図
４
。
験
辞
の
「
五
」
は
「
五
日
」
の
省

略
か
脱
字
）

　

命
辞
で
五
日
目
の
降
雨
を
占
い
、
験
辞
で
そ
の
通
り
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
が
、

偶
然
に
命
辞
通
り
に
五
日
目
に
雨
が
降
っ
た
と
す
る
よ
り
は
、結
果
を
知
っ
た
上
で
、

命
辞
を
改
竄
し
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

三　

附
会

　

前
節
で
は
、
占
卜
の
内
容
を
改
竄
し
た
例
を
挙
げ
た
が
、
本
節
で
は
、
正
解
し
な

か
っ
た
占
卜
を
、
都
合
の
よ
い
よ
う
に
解
釈
し
て
正
解
で
あ
っ
た
と
し
た
り
、
正
解

し
な
か
っ
た
こ
と
を
曖
昧
に
し
た
も
の
（
附
会
）
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

次
に
挙
げ
る
も
の
は
附
会
の
辞
例
で
あ
る
。
正
反
両
方
を
述
べ
る
形
式
の
対
貞
で

あ
り
、
繇
辞
の
み
が
亀
甲
の
反
面
に
記
載
さ
れ
、
ま
た
験
辞
は
命
辞
の
一
方
に
付
さ

れ
て
い
る
た
め
、
順
序
が
煩
雑
で
あ
る
。
カ
ッ
コ
内
の
書
き
下
し
は
命
辞
（
Ａ
・
Ｃ
）、

繇
辞
（
Ｄ
）、
験
辞
（
Ｂ
）
の
順
に
直
し
て
あ
る
。

　
　

 

貞
、
翌
庚
申
、
我
伐
、
易
日
。（
Ａ
）
庚
申
、
明
霧
。
王
来
途
首
、
雨
。（
Ｂ
）

　
　

貞
、
翌
庚
申
、
不
其
易
日
。（
Ｃ
）

　
　

占
曰
、
易
日
、
其
明
雨
、
不
其
夕
□
。（
Ｄ
）

　
　
（ 

Ａ
貞
う
、
翌
庚
申
、
我
れ
伐
す
る
に
、
易
日
な
る
か
。
Ｃ
貞
う
、
翌
庚
申
、
其
れ
易

日
な
ら
ざ
る
か
。
Ｄ
占
い
み
て
曰
く
、
易
日
な
る
も
、
其
れ
明
は
雨
、
其
れ
夕
に
□

せ
ず
と
。
Ｂ
庚
申
、
明
は
霧
な
り
。
王
来
た
る
途
首
に
雨
ふ
れ
り
）

　
　
（ 

合
集
六
〇
三
七
、
第
一
期
賓
組
。
伐
は
祭
祀
名
（
伐
祭
）。
途
首
は
道
中
の
意
。
明
は

明
け
方
の
意
）

　

翌
日
の
天
候
に
つ
い
て
、「
易
日
（
曇
天
）
で
あ
る
が
、
明
け
方
は
雨
で
あ
り
、
夜

間
は
□
で
は
な
い
」
と
占
っ
た
が
、
実
際
に
は
明
け
方
は
霧
で
あ
っ
た
た
め
、
占
い

は
は
ず
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、王
が
祭
祀
場
に
来
る
途
中
で
雨
が
降
っ
て
き
た
た
め
、

験
辞
に
「
王
来
途
首
雨
」
と
記
し
、
全
く
の
は
ず
れ
で
は
な
い
と
述
べ
る
こ
と
で
、

占
い
の
は
ず
れ
を
糊
塗
し
て
い
る
。

　

殷
代
に
お
け
る
日
付
の
変
更
点
の
特
徴
を
利
用
し
た
附
会
の
例
も
あ
る
。
殷
代
に

は
、
日
没
を
日
付
の
変
更
点
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
甲
子
（01

）
の
日

に
「
今
夕
」
と
言
っ
た
場
合
、
左
図
の
※
印
に
当
た
る
が
、
こ
の
時
間
は
日
付
で
言

え
ば
乙
丑
（02

）
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
甲
子
の
夜
間
」
と
も
「
乙
丑
」
と
も
解
釈

で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

甲
子
（01

）　

─　
　

乙
丑
（02

）　　

─　
　

丙
寅
（03

）

　
　
　

昼
間　
　
　
　

 

夜
間
※ 

┈　

昼
間　
　

夜
間　

┈　

昼
間

　

次
の
附
会
辞
例
は
、
日
付
の
変
更
点
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

己
巳
卜
賓
貞
、
亀
得
妊
。
王
占
曰
、
得
庚
午
夕

。
辛
未
、
允
得
。

　
　
（ 
己
巳
（06

）
卜
し
て
賓
貞
う
、
亀
は
妊
に
得
る
か
。
王
占
い
み
て
曰
く
、
得
る
は
庚

午
（07
）
の
夕

な
ら
ん
と
。
辛
未
（08

）、
允
に
得
た
り
）

　
　
（ 

合
集
九
二
六
、
第
一
期
賓
組
、
巻
末
図
５
。「
妊
」
は
地
名
か
。
夕

は
夜
間
を
表
す
）

　

繇
辞
で
は
庚
午
（07
）
の
夜
間
に
「
得
」
す
る
と
占
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
辛
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未
（08

）
の
日
に
「
得
」
が
あ
っ
た
の
で
、
占
い
は
は
ず
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
庚

午
（07
）
の
夜
間
（
左
図
※
印
）
は
日
付
で
言
え
ば
辛
未
（08

）
な
の
で
、
占
い
が
は

ず
れ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
附
会
的
な
判
断
を
記
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

己
巳
（06

）　

─　
　

庚
午
（07

）　　

─　
　

辛
未
（08

）

　
　
　

昼
間　
　
　
　
　

夜
間　

┈　

昼
間　
　

夜
間
※ 

┈　

昼
間
（
実
際
の
得
）

　

次
も
同
様
の
例
で
あ
る

　
　

丁
未
卜
王
貞
、
今
夕
雨
。
吉
。
告
之
夕
。
允
雨
、
至
戊
申
雨
。

　
　
（ 

丁
未
（44

）
卜
し
て
王
貞
う
、
今
夕
雨
ふ
る
か
。
吉
と
。
之
を
告
ぐ
る
は
夕
た
り
。

允
に
雨
ふ
り
、
戊
申
（45

）
に
至
り
雨
ふ
る
）

　
　
（
合
集
二
四
七
七
三
、
第
二
期
出
組
）

　

丁
未
（44

）
に
、
そ
の
夜
に
雨
が
降
る
か
を
占
い
、「
吉
」
と
判
断
し
た
が
、
実

際
に
は
翌
日
の
戊
申
（45

）
に
降
っ
た
。
そ
こ
で
、「
占
い
の
判
断
を
告
げ
た
の
は

夜
で
あ
っ
た
〔
の
で
、
日
付
が
変
わ
っ
て
お
り
「
今
夕
」
は
戊
申
（45

）
を
指
す
〕」

と
し
、
附
会
的
な
解
釈
で
占
い
が
正
解
し
た
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

次
の
例
に
は
験
辞
は
な
い
が
、
繇
辞
に
吉
凶
両
方
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
種
の
附
会
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

　
　

庚
寅
卜
賓
貞
、
今
者
、
王
其
歩
伐
人
。

　
　

庚
寅
卜
賓
貞
、
今
者
、
王
勿
歩
伐
人
。

　
　

王
占
曰
、
吉
。
惟
有
呼
己
其
伐
。
其
弗
伐
不
吉
。

　
　
（ 

庚
寅
卜
し
て
賓
貞
う
、
今い

者ま

、
王
其
れ
歩ゆ

き
人
を
伐
せ
ん
か
。

　
　

   

庚
寅
卜
し
て
賓
貞
う
、
今
者
、
王
歩
き
人
を
伐
す
る
勿
か
ら
ん
か
。

　
　

    

王
占
い
み
て
曰
く
、
吉
と
。
惟
れ
己
其
を
呼
び
て
伐
す
る
有
ら
ん
。
其
れ
伐
せ
ざ
れ

ば
不
吉
と
）

　
　
（ 

合
集
六
四
六
一
、
第
一
期
賓
組
。
繇
辞
は
反
面
に
記
載
。「
伐
」
は
、
こ
の
場
合
は
攻

撃
を
意
味
す
る
。「
人
」は
殷
に
敵
対
す
る
勢
力
で
あ
り
、「
人
方
」と
も
呼
ば
れ
る
。「
己

其
」
は
人
名
）

　

こ
の
繇
辞
で
問
題
に
な
る
の
は
「
其
弗
伐
不
吉
」
の
部
分
で
あ
る
。「
吉
惟
有
呼

己
其
伐
」
の
判
断
に
よ
っ
て
戦
争
は
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
部
分
に
つ
い

て
は
正
解
か
否
か
は
判
断
で
き
る
。
し
か
し
、
戦
争
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、「
其

弗
伐
不
吉
」
は
誰
に
も
検
証
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
勝
て
る
見
込
み
が
あ
る
戦
争

で
あ
れ
ば
、
前
半
部
分
は
正
解
と
な
り
、
後
半
部
分
は
検
証
で
き
な
い
の
で
は
ず
れ

に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

次
の
例
も
同
様
に
、
吉
凶
の
両
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

王
占
曰
…
（
欠
損
）
…
不
吉
。
惟
祀
吉
。

　
　
（
王
占
い
み
て
曰
く
…
…
不
吉
。
惟
れ
祀
れ
ば
吉
な
り
）

　
　
（
合
集
二
二
六
反
面
、
第
一
期
賓
組
）

　

こ
の
場
合
も
、「
惟
祀
吉
」に
よ
り
祭
祀
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、祀
ら
な
か
っ

た
場
合
の
「
不
吉
」
に
つ
い
て
は
、
決
し
て
検
証
が
で
き
な
い⑥

。

四　

改
竄
・
附
会
の
時
代
的
変
遷

　

第
二
・
三
節
で
は
、
甲
骨
文
の
改
竄
・
附
会
の
辞
例
に
つ
い
て
挙
げ
た
が
、
な
ぜ
、

改
竄
や
附
会
は
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

甲
骨
占
卜
で
は
王
が
吉
凶
判
断
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
殷
代
に
は
王
に
占

い
師
と
し
て
の
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
従
っ
て
、
改
竄
や

附
会
に
よ
っ
て
、
吉
凶
判
断
が
正
解
し
た
よ
う
に
装
い
、
占
い
師
と
し
て
の
能
力
を

誇
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
節
で
問

題
に
す
る
の
は
、
改
竄
・
附
会
が
行
わ
れ
た
期
間
で
あ
る
。
実
は
、
改
竄
や
附
会
は
、

甲
骨
文
の
製
作
時
代
で
あ
る
殷
代
後
期
に
一
貫
し
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。

　

甲
骨
文
に
見
え
る
改
竄
・
附
会
ま
た
は
そ
れ
が
疑
わ
れ
る
辞
数
を
時
期
別
に
統
計
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し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
表
１
は
、
合
集
と
花
東
を
元
に
筆
者
が
集
計
し
、
分
類
は

楊
郁
彦
『
甲
骨
文
合
集
分
組
分
類
総
表⑦

』
に
拠
っ
て
い
る
（
表
２
・
３
も
同
じ
）。
楊

郁
彦
が
二
種
の
組
の
中
間
的
な
字
体
に
分
類
し
た
も
の
は
加
算
し
て
い
な
い
。

　

甲
骨
文
は
そ
の
製
作
年
代
に
よ
っ
て
五
期
に
区
分
さ
れ
る
。
近
出
の
花
園
荘
東
地

甲
骨
は
、
出
現
す
る
人
名
が
第
一
期
と
共
通
す
る
の
で⑧

、
第
一
期
の
製
作
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
歴
組
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
古
く
は
「
第
四
期
」
と
さ
れ
て
い

た
が
、
近
年
に
お
け
る
甲
骨
文
の
字
体
研
究
に
よ
り
、
第
一
期
と
第
二
期
の
間
に
は

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た⑨

。
こ
れ
と
は
別
に
、
筆
者
も
歴
組
の
先
王
称
謂
に
関

し
て
検
討
し
た
結
果
、
や
は
り
歴
組
は
第
一
期
と
第
二
期
の
間
で
あ
る
と
い
う
結
論

が
得
ら
れ
た⑩

。
そ
こ
で
、
便
宜
上
、
歴
組
を
一
二
間
期
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

表
１
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
改
竄
や
附
会
は
第
一
期
に
集
中
し
て
行
わ
れ
、

一
九
八
例
の
う
ち
、
一
九
四
例
が
第
一
期
で
あ
る
（
花
東
甲
骨
も
第
一
期
）。
一
二
間

期
以
降
に
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
村
北
派
と
村
南
派
を
別
個
に
分
析
す
る
。

　

近
年
の
字
体
研
究⑪

に
よ
り
、
甲
骨
文
は
二
派
が
併
行
し
て
作
製
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
殷
墟

遺
跡
が
あ
る
小
屯
村
の
北
部
と
南
部
か

ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
村
北
派
・

村
南
派
と
呼
ば
れ
る
。
陳
夢
家
『
殷
虚

卜
辞
綜
述⑫

』
が
発
見
し
た
「
某
組
」
と

呼
ば
れ
る
甲
骨
文
の
グ
ル
ー
プ
の
う

ち
、
賓
組
・
出
組
・
何
組
・
黄
組
が
村

北
派
で
あ
り
、
唖
組
・
歴
組
・
無
名
組

が
村
南
派
で
あ
る
。
花
園
荘
東
地
甲
骨

は
非
王
卜
辞
の
子
組
に
属
す
る
が
、
子

組
は
字
体
が
賓
組
に
近
く
、
ま
た
占
卜

様
式
も
賓
組
に
類
似
す
る⑬

の
で
村
北
派
と
見
な
す
。

　

表
２
は
、
村
北
派
・
村
南
派
別
の
改
竄
・
附
会
辞
例
の
統
計
で
あ
る
。
合
集
・
花

東
所
載
分
を
対
象
と
し
て
筆
者
が
集
計
し
た
。

　

一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
村
南
派
に
は
改
竄
・
附
会
や
そ
れ
が
疑
わ
れ
る
例
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
次
の
例
が
唯
一
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
片
は
方
述
鑫
『
殷
虚
卜

辞
断
代
研
究⑭

』
に
よ
る
分
類
で
は
唖
組
Ｂ
１
に
あ
た
り
、
こ
れ
は
李
学
勤
・
彭
裕
商

『
殷
墟
甲
骨
分
期
研
究
』
の
分
類
で
は
唖
組

小
字
一
類
に
あ
た
る
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

は
、
唖
組
の
中
で
も
占
卜
様
式
が
賓
組
に
近

い⑮

の
で
、
賓
組
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る⑯

。

　
　

 

丁
酉
卜
、
今
日
雨
。
余
曰
、
戊
雨
。
昃

允
雨
自
西
。

　
　
（ 

丁
酉
（34

）
卜
す
、
今
日
雨
ふ
る
か
。
余

曰
く
、
戊
（
戊
戌
（35

）
か
）
に
雨
ふ
ら

ん
と
。
昃
に
允
に
雨
ふ
り
、
西
よ
り
す
）

　
　
（ 

合
集
二
〇
九
六
五　

第
一
期　

唖
組
。
昃

は
時
刻
を
表
す
語
。
降
雨
の
日
付
を
言
い

当
て
て
お
り
、
改
竄
の
疑
い
が
あ
る
）

　

要
す
る
に
、
村
南
派
は
改
竄
や
附
会
を
行

わ
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
よ
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
村
南
派
は
、
繇
辞
を
詳
細
に
記
す
こ

と
す
ら
ほ
と
ん
ど
な
い
。
表
３
は
、
繇
辞
を

詳
細
に
記
し
た
辞
例
数
で
あ
る
。「
吉
」
や

「
不
吉
」
の
み
、
あ
る
い
は
単
に
命
辞
を
肯

定
ま
た
は
否
定
し
た
も
の
は
、
詳
細
な
繇
辞

表 1　改竄・附会、およびその疑いが
ある辞例数（合集・花東所載分）
（分類は楊郁彦による）

改竄・附会辞数 総片数
第一期 187 20095
花東 7 561
一二間期 0 2879
第二期 4 4346
第三期 0 5230
第五期 0 4111
合計 198 37222

表２　村北派・村南派別の改竄・附会辞例数（合集・花東所載分）
（分類は楊郁彦による。花東子組以外の非王卜辞や組間字体は省く）

時代 村北派 改竄附会数 総片数 村南派 改竄附会数 総片数
第一期 賓組 186 18276 組 1 1819

花東 7 561 ― ― ―
一二間期 ― ― ―歴組 0 2879
第二期 出組 4 4346 ― ― ―
第三期 何組 0 1954 無名組 0 3276
第五期 黄組 0 4111 ― ― ―

合計 197 29610 合計 1 7974
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と
見
な
し
て
い
な
い
。
こ
の
表
の
よ
う
に
、
村

南
派
で
は
詳
細
な
繇
辞
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
た

め
、
繇
辞
の
改
竄
は
物
理
的
に
不
可
能
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

次
に
、村
北
派
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
な
ぜ
、

村
北
派
に
お
い
て
第
一
期
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た

改
竄
や
附
会
が
、そ
れ
以
降
、行
わ
れ
な
く
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

村
北
派
に
は
、
改
竄
・
附
会
以
外
に
も
占
卜

内
容
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。第
一
期
に
は
受
年
・

出
産
・
天
候
・
外
敵
の
襲
来
な
ど
、
能
動
的
に

決
定
で
き
な
い
事
柄
に
関
す
る
占
卜
が
多
い
の

だ
が
、
そ
れ
以
降
は
極
端
に
減
少
し
て
い
る
。

　

表
４
に
、村
北
派
の
王
卜
辞
に
つ
い
て
受
年
・

出
産
を
例
に
統
計
を
と
っ
た
。
受
年
と
は
、
穀

物
の
収
穫
（
年
）
の
有
無
を
占
っ
た
も
の
で
あ

り
、「
受
年
」
の
ほ
か
、「
受
禾
」「
受
黍
年
」

な
ど
も
統
計
に
含
め
た
。
出
産
は
「
娩
」
字
を

含
む
辞
例
数
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
姚
孝
遂
主
編

『
殷
墟
甲
骨
刻
辞
類
纂⑰

』
を
元
に
集
計
し
、
分

類
は
楊
郁
彦
『
甲
骨
文
合
集
分
組
分
類
総
表
』
に
拠
っ
た
。

　

表
４
の
通
り
、
受
年
の
占
卜
は
、
第
一
期
賓
組
に
二
七
六
例
あ
る
が
、
第
二
期
出

組
以
降
で
は
、
合
計
し
て
も
二
〇
例⑱

し
か
な
い
。
賓
組
が
母
集
団
の
総
片
数
が
多
い

（
村
北
派
の
王
卜
辞
の
六
割
余
り
）
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
第
二
期
以
降
に
激
減
し
た

と
言
っ
て
よ
い
。
出
産
の
占
卜
に
つ
い
て
は
、
村
北
派
で
は
第
一
期
賓
組
だ
け
で
あ

り
、
そ
の
他
で
は
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
二
期
以
降
の
村
北
派
で
は
、

能
動
的
に
決
定
で
き
な
い
受
年
や
出
産
な
ど
の
占

卜
が
減
少
し
、
逆
に
能
動
的
な
行
動
で
あ
る
祭
祀
・

田
猟
の
占
卜
が
増
加
す
る
。
こ
の
事
象
は
、
甲
骨

占
卜
そ
の
も
の
が
、
未
確
定
な
将
来
を
判
断
す
る

と
い
う
目
的
か
ら
、
祭
祀
・
田
猟
な
ど
の
実
行
を

宣
言
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
承
認
す
る
と
い

う
儀
礼
的
行
為
に
変
質
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
は
、
表
３
の
詳
細
な
繇
辞
の
減
少
に
も

傍
証
が
得
ら
れ
る
。
第
一
期
の
賓
組
や
花
東
甲
骨

で
は
詳
細
な
繇
辞
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
賓

組
で
は
二
五
九
例
の
詳
細
な
繇
辞
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
一
八
六
例
に
改
竄
・
附
会
あ
る
い
は
そ
の
疑

い
が
あ
る
。
し
か
し
、
出
組
以
降
に
つ
い
て
は
詳

細
な
繇
辞
を
記
す
例
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
田
猟
や
祭
祀
な
ど
を
肯
定
す
る
た
め
に
甲
骨
占
卜
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
将
来
に
関
し
て
詳
細
な
繇
辞
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
甲
骨
占
卜
に
将
来
を
判
断
す
る
と
い
う
意
義
が
失
わ
れ
た
た
め
、

王
の
占
い
師
と
し
て
の
能
力
を
誇
示
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
改
竄
・
附
会
も
行
わ

れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

結
び

　

本
稿
は
、
甲
骨
占
卜
は
公
正
に
行
わ
れ
た
の
は
な
く
、
改
竄
や
附
会
に
よ
っ
て
正

解
し
な
か
っ
た
占
卜
を
正
解
に
装
い
、
王
の
占
い
師
と
し
て
の
能
力
を
誇
示
し
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。
ま
た
、
改
竄
や
附
会
は
、
村
北
派
に
お
い
て
第
一
期
賓

表３　村北派・村南派別の詳細な繇辞数（表２に準ずる）

村北派 詳細な繇辞 総片数 村南派 詳細な繇辞 総片数
第一期 賓組 259 18276 組 1 1819

花東 25 561 ― ― ―
一二間期 ― ― ―歴組 1 2879
第二期 出組 1 4346 ― ― ―
第三期 何組 0 1954 無名組 0 3276
第五期 黄組 1 4111 ― ― ―

合計 286 29610 合計 2 7974

表４　村北派王卜辞の受年・出産の占卜数
（合集所載分。分類は楊郁彦による）

受年 出産 総片数
第一期 賓組 276 180 18276
第二期 出組 1 0 4346
第三期 何組 8 0 1954
第五期 黄組 11 0 4111
合計 296 180 28687
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組
に
は
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が
、
甲
骨
占
卜
そ
の
も
の
の
意
義
の
変
化
に
よ
り
、
そ
れ

以
降
は
減
少
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

　
『
禮
記
』
表
記
篇
に
、「
殷
人
は
神
を
尊
ぶ
。
民
を
率
い
以
て
神
に
事
え
、
鬼
を
先

に
し
て
礼
を
後
に
す
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
が
現
在
に
至
る
ま
で
、
研
究
者
の
間
で

漠
然
と
し
た
共
通
認
識
に
な
っ
て
お
り
、
殷
は
呪
術
的
な
支
配
を
行
っ
た
王
朝
で
あ

る
と
い
う
印
象
が
共
有
さ
れ
て
き
た
。
甲
骨
占
卜
は
殷
末
の
第
五
期
ま
で
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
周
王
朝
と
比
較
す
れ
ば
「
先
鬼
而
後
礼
」
と
い
う
記

述
も
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、
殷
代
後
期
の
約
二
世
紀
の
間
に
も
思
想
上
の
変
化

が
あ
り
、
甲
骨
占
卜
が
将
来
を
判
断
す
る
と
い
う
純
粋
な
占
卜
と
し
て
の
目
的
か
ら

儀
礼
的
行
為
に
変
質
し
、そ
の
た
め
改
竄
や
附
会
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

王
朝
間
の
変
化
を
分
析
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
王
朝
期
間
内
の
変
化
も
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い⑲

。

注①　
落
合
淳
思
「
殷
代
占
卜
工
程
の
復
元
」『
立
命
館
文
学
』
五
九
四
号
、二
〇
〇
六
年
。

②　

他
に
、
甲
骨
の
納
入
を
記
し
た
「
記
事
刻
辞
」
や
、
ひ
び
割
れ
が
出
現
し
た
時
の

状
況
を
記
し
た
「
兆
辞
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
卜
辞
か
ら
独
立
し
て
記
述
さ
れ
る
。

③　

郭
沫
若
主
編
『
甲
骨
文
合
集
』
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
。

④　

中
国
社
会
科
学
院
公
考
古
研
究
所
『
殷
墟
花
園
荘
東
地
甲
骨
』
二
〇
〇
三
年
。

⑤　

こ
の
記
述
は
、
命
辞
と
繇
辞
・
験
辞
の
文
字
の
大
き
さ
が
不
斉
一
で
あ
り
、
刻
字

自
体
が
別
に
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

⑥　

こ
う
し
た
改
竄
や
附
会
が
殷
王
の
指
示
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
貞

人
や
刻
辞
者
の
判
断
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
は
、
甲
骨
文
か
ら
は
明
ら
か
に
で
き

な
い
。

⑦　

楊
郁
彦
『
甲
骨
文
合
集
分
組
分
類
総
表
』
芸
文
印
書
館
、
二
〇
〇
五
年
。

⑧　

魏
慈
徳
『
殷
墟
花
園
荘
東
地
甲
骨
卜
辞
研
究
』
台
湾
古
籍
出
版
、
二
〇
〇
六
年
、

第
二
章
第
二
・
三
節
。

⑨　

林

「
小
屯
南
地
発
掘
與
殷
墟
甲
骨
断
代
」『
古
文
字
研
究
』
九
、一
九
八
四
年
。

黄
天
樹
『
殷
墟
王
卜
辞
的
分
類
与
断
代
』
文
津
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。
李
学
勤
・

彭
裕
商
『
殷
墟
甲
骨
分
期
研
究
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

⑩　

落
合
淳
思「
甲
骨
祭
祀
と
歴
組
の
断
代
」『
史
林
』八
三
―
四
、二
〇
〇
〇
年
。
同『
殷

王
世
系
研
究
』
立
命
館
東
洋
史
学
会
、
二
〇
〇
二
年
、
第
二
章
。

⑪　

注
⑨
参
照
。

⑫　

陳
夢
家
『
殷
虚
卜
辞
綜
述
』
科
学
出
版
社
、
一
九
五
六
年
。

⑬　

李
学
勤
・
彭
裕
商
前
掲
書
、
三
一
九
頁
。

⑭　

方
述
鑫
『
殷
虚
卜
辞
断
代
研
究
』
文
津
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

⑮　

李
学
勤
・
彭
裕
商
前
掲
書
、
七
一
頁
。

⑯　

組
内
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
甲
骨
文

組
の
分
群
と
甲
骨
文
区
分
の
全

体
像
」（
未
刊
）
で
述
べ
る
。

⑰　

姚
孝
遂
主
編
『
殷
墟
甲
骨
刻
辞
類
纂
』
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
。

⑱　

黄
組
に
受
年
が
十
一
例
見
え
る
が
、
片
数
で
言
え
ば
四
片
で
あ
り
、
東
西
南
北
の

各
方
面
に
つ
い
て
別
個
に
占
卜
し
た
も
の
が
二
片
あ
る
た
め
、
辞
例
数
が
や
や
多
く

な
っ
て
い
る
。

⑲　

第
一
期
賓
組
は
数
量
が
多
く
、
占
卜
内
容
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
あ
り
、

ま
た
文
字
が
大
き
く
鮮
明
で
あ
る
た
め
、
印
象
に
強
く
残
り
や
す
い
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。
一
方
、
そ
れ
以
外
の
甲
骨
群
は
、
数
量
が
少
な
く
、
定
型
化
し
て
お
り
、
ま

た
文
字
が
小
さ
い
た
め
、
印
象
と
し
て
残
り
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
殷
代
に
対
す
る

認
識
は
第
一
期
賓
組
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
殷
代
後
期
に
お
け
る
時
代

的
変
遷
に
関
す
る
研
究
が
少
な
い
こ
と
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
。（

本
学
非
常
勤
講
師
）
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巻
末
図
（
１
・
３
は
三
分
の
二
に
縮
小
。
他
は
等
倍
）
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右
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辛
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３　

合
集
一
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五　
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「
不
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黽
」
は
兆
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合
集
九
二
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左
行　

下
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